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注意と認知から統合的認知へ  
横澤  一彦  東京大学大学院人文社会系研究科 yokosawa@l.u-tokyo.ac.jp 
 高次視覚研究に、1998 年から 10 年間に渡って取り組み、様々な特徴や他感覚を結び付ける過程を解明する重要性を感
じ、2008 年以降は研究分野を拡張し、現在は統合的認知に取り組んでいる。高次視覚から統合的認知に研究展開をはか
る中で、注意と認知に関する研究について再考する。 
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高次視覚における注意と認知  
視覚情報処理過程によって、外的環境についての豊
富で詳細な情報を得ることができる。低次視覚で抽出
される様々な属性、例えば、色、奥行き、運動などの
分析は、それぞれ単独でも階層的で相当複雑な過程で
ある。しかし、Ullman (1996)は、分割と選択を伴う局
所的な処理で、 形状特徴と空間関係の抽出によるオ
ブジェクト認知と分類が行われ、更に計算のゴールや
特定オブジェクトの知識に依存するトップダウン的処
理を含む過程を、高次視覚と呼んだ。  
 高次視覚は、視覚情報の選択と認知全般の処理過
程を指しているが、特に視覚情報の選択機能に関する
中心テーマは視覚的注意の問題であり、視覚情報の認
知機能に関する中心テーマはオブジェクト認知の問題
である。横澤(2003)では、注意と認知に関する研究キ
ーワードとして、輪郭、表面、変化、反復、無視、群
化、構え、切替という８項目を取り上げているが、変
化、反復、無視、群化、構え、切替が視覚的注意に関
する研究、輪郭、表面、変化、無視、群化がオブジェ
クト認知に関する研究における重要なキーワードであ
った。1998年に開始した高次視覚研究は、1999年に開
催された、日本心理学会第６３回大会でのシンポジウ
ム”高次視覚 ‐オブジェクト認知と注意‐”（企
画：横澤）で取り上げられ、横澤 (2010)において、視
覚科学としての低次視覚と高次視覚の研究をまとめた。 

統合的認知  
1998年から10年間に渡って取り組んだ高次視覚研究
から、更に様々な特徴や他感覚を結び付ける過程を解
明する重要性を感じ、2008年以降、研究分野の拡張を
模索した。その結果、旧来の脳科学や神経生理学で取
組まれている要素還元的な脳機能の理解ではなく、人
間の行動を理解するための認知心理学的なアプローチ
を中心とする統合的認知研究に取り組むことにした。
そもそも、高次視覚の重要な研究テーマであった視覚
的注意とオブジェクト認知において、それぞれ現在ま
でで最も大きな影響を与えたであろう特徴統合理論 
(Treisman & Gelade, 1980)とジオン理論(Biederman, 
1987)が、いずれも視覚情報の統合に関する研究成果
であったことからすれば、統合的認知は決して目新し
い取組みとして開始した訳ではない。ただ、少なくて

も、統合的認知は、視覚モダリティに限定した研究分
野を想定している訳ではない。 
現在、いくつかの研究課題に分けて、統合的認知に
関する研究を進めている。具体的には、注意(Attenti
on)、オブジェクト・情景認知(Object & scene 
perception)、身体と空間の表象(Representation of 
body and space)、感覚融合認知(Trans-modal 
perception)、美感(Aesthetics)、共感覚(Synesthesi
a)という研究テーマであり、その頭文字をとってAORT
ASプロジェクトと名付けている。AORTASという命名に
は、各研究テーマの解明が”大動脈(aortas)”となっ
て、”心”の科学的理解に至るという研究目標が込め
られている。以下では、注意、オブジェクト・情景認
知、身体と空間の表象、感覚融合認知、美感、共感覚
のそれぞれについての2008年以降の研究成果に簡単に
触れてみたい。 
(1)注意:形状や色などの視覚特徴の統合的認知にお
いて、重要な役割を果たすのが、視覚的注意である。
注意の目覚め (Ariga & Yokosawa, 2008a)や注意の 
捕捉(Ariga & Yokosawa, 2008b)などの注意に関する 
基本現象、感覚記憶や短期記憶における時間的統合 
(実吉、 新美、末續、神長、横澤, 2009; Saneyoshi, 
Niimi, Suetsugu, Kaminaga, & Yokosawa, 2011) 
などの研究にも取り組んだ。また、変化検出における 
表象に関する研究(中島、横澤, 2010; Nakashima & 
Yokosawa, 2011; in press) は、注意の研究であると 
同時に、次項で取り上げる情景認知の研究でもある。 
(2)オブジェクト・情景認知:オブジェクト認知や情
景認知は、視覚要素やレイアウトの統合的認知過程で
実現されている。オブジェクト認知の研究として、視
点依存効果(Niimi & Yokosawa, 2008, 2009a, 2009b)、 
方向認知(Niimi, Saneyoshi, Abe, Kaminaga, & 
Yokosawa, 2011)、 対称性知覚(Niimi, Watanabe, & 
Yokosawa, 2008) などの研究に取り組んだ。また、 
単語や文章も１つの視覚オブジェクトであり、単語認
知(Asano & Yokosawa, 2011a)や校正読み (Asano, 
Kanaya, & Yokosawa, 2008)の研究にも取り組んだ。 
(3)身体と空間の表象:身体や行動空間の統合的認知
によって、身体や空間の表象が形成される過程を研究
している。刺激反応適合性 (Nishimura & Yokosawa, 
2012)、サイモン効果 とSMARC効果 (Nishimura & 
Yokosawa, 2009c, 2010a)、反応適合刺激の見落とし 
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(Nishimura & Yokosawa, 2010b, 2010c)などの現象に 
取り組んでいる。 
(4)感覚融合認知:視聴覚や視触覚などの感覚同士の
統合的認知として、単なる感覚間の相互作用の確認で
はなく、各モダリティとは独立した脳内表象の解明を
目指す研究として、感覚融合認知を位置づけている。
角度判断(江良、横澤, 2009)、ラバーハンド錯覚 
(金谷、 石渡、横澤, 2011)、腹話術効果 (Kanaya & 
Yokosawa, 2011)などを取り上げている。 
(5)美感:視覚特徴と生活環境や文化などとの統合的
認知として、美感を捉えている。具体的には、Palmer 
& Schloss (2011)による生態学的誘発理論を元に、 
日本人の色嗜好に関する研究を進めている。2011年開
催の日本心理学会第７５回大会ワークショップ”「美
感」研究の新展開”（企画、三浦、横澤）では、科学
的美感研究の可能性を議論した。 

(6)共感覚:視覚特徴間、感覚間の誤統合的認知とし
て、共感覚を捉えている。Asano & Yokosawa (2011; in 
press) では、複数の文字種を段階的に身につけていく
日本語の特性を生かし、共感覚に言語処理メカニズム
が深く関わっていることを示した。また、2011年開催
の日本心理学会第７５回大会ワークショップ”共感覚
と共感覚的認知”（企画、横澤）では、共感覚という
現象の広がりについて議論を深めた。 

統合的認知における注意と認知  
高次視覚における注意と認知の問題に10年間取り組
み、2008年以降は統合的認知における注意と認知の問
題に取り組み始めたことになる。基本的な問題意識に
変化はないが、視覚に限らず、別のモダリティでも、
モダリティ間でも、より高次処理との関係でも、原理
にそれほどの差異があるわけではないのではないかと
いう仮説を置き、統合的認知研究に向かっている。今
後も、認知心理学的研究アプローチを基本に、真理に
近づけるような研究展開をはかりたいと考えている。  
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